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The purpose of  this paper is to examine the business development of  the niche top type small and 
medium sized enterprises, which are expected to take revitalization of  regional economies or a role 
avoiding deindustrialization. In this paper, we focus on the case of  Kyoritsu Seisakusho Co., Ltd. （KS） 
based in Chikusei City, Japan and clarify as follows: [1] KS formed a base of  the company development 
by making an integrated production system after transferring the factory from Tokyo to the local city 
in the early 1970s. [2] KS got a position of  the niche top in the main spool market of  the hydraulic 
equipment parts after the 1990s, and [3] it realized switch from business relationship to depend on the 
specific company by newly entering the assembling business of  the products as well as the processing of  
the hydraulic equipment part. [4] KS also overcame limitation of  the production expansion in Japan and 
formed new business relationships in Shanghai, China by establishing a local factory there at the same 
time. [5] By these results, KS achieved the company growth that was higher than it past as well as adapted 
to the changes in the external environment after the collapse of  Japanese bubble economy.
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設 立 1958 年 2 月（創業 1954 年）
代 表 者 高橋日出男（取締役社長）
資 本 金 9,400 万円
従 業 員 273 名（正社員：248 名、パート他：25 名）





茨 城 工 場 茨城県筑西市三郷
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1954年 11月 切削工具の研削・製造開始












1992年  9月 （株）小松製作所（現コマツ）と取引開始
1993年 11月 （茨城工場）スプール専用工場完成
1996年 10月 （茨城工場）組立工場完成：バルブ Assy 製品納入開始
1997年  9月 （茨城工場）熱処理工場完成





 4月 （茨城）新工場完成：FMS 導入
 4月 三菱重工業（株）と取引開始




2006年  2月 協立熱処理工業（株）設立
2007年  9月 （茨城）新工場増設（K6 工場）
2008年
 1月 資本金 9,400 万円に増資
 2月 ISO14001 認証取得
 4月 経済産業省「元気なモノ作り中小企業 300 社」に選ばれる





2010年  2月 ISO9001（2008 年版）移行・更新
2011年
 7月 「いばらぎ産業大賞」（茨城県知事表彰）を受賞
























































的には、1979年 5 月に油圧専門メーカーの油研工業（本社：神奈川県）、同年 9 月不二越（同：富山県）
と取引を開始した。さらに、1980年には、当時、油圧機器の内製化に取り組んでいた日立建機の土浦
工場に油圧部品の供給を開始したのである（前掲表 2 ）10。











以上のように、1970年代後半以降における協立製作所は、（ 1 ） 茨城に前工程の機械加工工場を建
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我社の製品は大量生産ではなく、類似品の少量多品種生産です。そうすると頻繁に機械のセッ
ト替え、段取り替えがあります。例えば A というスプールを作り、続いて B というスプールを
作る場合にはその都度、刃物が微妙に違うのでセット替えをします。そこで我社ではバーコード






















































その場合、最初に手がけたのが写真 2 に例示したバルブのアッセンブル（以下、バルブ Assy と略称）
であった15。具体的には、1996年に組立工場を茨城工場内に完成し、同製品の出荷が開始された（前掲
表 2 ）。

















































































































ル加工、バルブ Assy、ポンプ Assy の 3 事業を柱とする油圧製品の加工組立企業へと進化したといえ
る。
さらにこの時期の経営展開に関して注目されるのは、同社がスプールに関しては自社ブランドの確













出さず、あくまで OEM に徹しています。OEM はお客様の図面で作るだけなので付加価値は低い






具体的には、スプール取引に関して、バブル崩壊以前にはカヤバ工業向けに約 2 万本 / 月を出荷し










19 以上、同社の OEM 戦略に関しては、平沢（2014b）111頁による。また設計能力を強化するために技術課
を設立（前掲図 3 ）した経緯に関して、高橋日出男社長は以下のように証言している。「我社では技術課
になりますが、一人を中途採用し、彼を取引相手先に半年くらい行かせて、基本的なことを全て教わっ



















がほぼ均等に 2 割前後（17 ～ 26％）を占める構造へと大きく変化するに至ったことがわかる。






















会 社 名 協立熱処理工業（株）
設 立 年 2006 年 2 月
住 所 茨城県筑西市三郷（協立製作所内）
代 表 者 坂口哲郎
従 業 員 数 15 名
営 業 品 目
金属熱処理加工、ガス浸炭焼入、焼入・焼戻し、ガス軟窒化、真空熱処理、シャ
フト自動矯正、ショット、エアーブラスト処理
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先の開拓・拡大をはかっていったととらえることができる。
そこで、このような新たな事業展開を推進した時期の同社売上高と、日本国内における油圧機器
















下、上海協立と略記）を設立した。表 4 は、その概要を示したものである。その場合、まず第 1 に
注目されるのが設立時期である。日本企業の海外事業展開は1985年のプラザ合意以後の円高を契機と
20 なお、図 5 に明らかなように、同社の業績はリーマンショックの影響により2009年に急落した。しかし、









設 立 年 1991 年 6 月　（外資系企業登録番号 69）
建 築 面 積 3,300㎡
資 本 金 110 万 US ドル
理 事 長 高橋日出男
総 経 理 張惠強
























さらに第 2 として、その展開は、（ 1 ）国内生産設備の海外移転とそれによる国内生産の縮小を意
図したものではなく、また（ 2 ）取引先の海外進出に追随したもの、あるいは（ 3 ）取引先からの要
請に対応した進出とは異なっていた。
ちなみに、上述の常陽地域研究センターの調査によれば、この時期、茨城県内に立地する中小製造
企業のうち、既に海外進出している企業の約 3 分の 1 が取引先からの要請を受けて進出したとされて

























23 なお、同社の中国における外資系企業登録番号は69番であった（表 4 ）。
24 以上、『日経産業新聞』1997年 2 月26日による。
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ように、日本国内においては、（ 1 ） 油圧機器のメインスプールというニッチ市場においてトップシ

















































常陽地域研究センター（2012）「海外進出に挑む中小製造業」（『JOYO ARC』2012年 4 月号）
高橋徹（1998）『メカトロ・エンジニアリング 8  油圧・空気圧』パワー社
高橋日出男（2009）「茨城への道」（ 1 ）～（ 4 ） （協立製作所「会社ヒストリー」http://www.kyoritsu-
ss.co.jp/blog/ 2013年 6 月 4 日）
高橋日出男（2010a）「創業への道」（ 1 ）～（ 5 ） （同上）









する状況を「地域的ロックイン」（regional lock-in）と呼ぶことがある。Martin と Sunley は、他地域から
の工場移転が移転先に 新たな産業や技術を搬入することとなり、こうしたロックインからの開放＝新た
























Ron Martin and Peter Sunley （2006）, Path dependence and regional economic evolution, Journal of  Economic 
Geography 4 （ 6 ）
［付記］ 本論文の作成にあたり、聞き取り調査、資料提供、事実確認にご協力くださった株式会社協
立製作所および同社社長高橋日出男氏に対して記して感謝の意を表したい。また本誌査読担
当の方々から貴重なコメントを賜った。なお本研究は、日本学術振興会（JSPS）科研費（課
題番号18K01718）の助成を受けた研究成果の一部である。
